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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年9月24日(2020.9.24)

【公開番号】特開2018-28658(P2018-28658A)
【公開日】平成30年2月22日(2018.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-007
【出願番号】特願2017-147961(P2017-147961)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ５５２　
   Ｇ０３Ｇ   15/20     ５１５　

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月30日(2020.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　エンドレスベルト形状の基材、および、該基材の外表面上の表層を有するエンドレスベ
ルト形状の電子写真用部材であって、
　該表層は、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合体の
電離性放射線架橋物を含み、
　　該表層の２００℃におけるユニバーサル硬度ＨＵが１８Ｎ／ｍｍ2≦ＨＵ≦４０Ｎ／
ｍｍ2であり、かつ、
　　該樹脂層中の、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重
合体の、該基材の周方向に直交する方向の配向度をＲｉとし、
　　該表層中の、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合
体の電離性放射線架橋物の、該基材の周方向に直交する方向の配向度をＲｆとしたとき、
ＲｉおよびＲｆが、下記数式（１）で示される関係を満たすことを特徴とする電子写真用
部材：
　　数式（１）
　　　Ｒｉ×０．８≦Ｒｆ≦Ｒｉ
　［上記数式（１）中、
　　Ｒｉは、数式（２）で示され：
　　数式（２）
　　　Ｒｉ＝ＡＲ０／ＡＲ９０
　数式（２）中、
　ＡＲ０は、該樹脂層の赤外分光計測における、該基体の周方向に直交する方向の偏光ス
ペクトルにおいて、
　　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｒ０とし、
　　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｒ０としたとき、
数式（３）で示され：
　　数式（３）
　　　ＡＲ０＝（Ａｂｓ６４０ｒ０／Ａｂｓ９９３ｒ０）；
　　ＡＲ９０は、該樹脂層の赤外分光計測における、該基体の周方向の偏光スペクトルに
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おいて、
　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｒ９０とし、
　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｒ９０としたとき、数式（４）で
示され：
　　数式（４）
　　　ＡＲ９０＝（Ａｂｓ６４０ｒ９０／Ａｂｓ９９３ｒ９０）、
　Ｒｆは、数式（５）で示され：
　　数式（５）
　　　Ｒｆ＝ＡＳ０／ＡＳ９０
　　数式（５）中、
　　ＡＳ０は、該表層の赤外分光計測における、該基体の周方向に直交する方向の偏光ス
ペクトルにおいて、
　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｓ０とし、
　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｓ０としたとき、数式（６）で示
され：
　　数式（６）
　　　ＡＳ０＝（Ａｂｓ６４０ｓ０／Ａｂｓ９９３ｓ０）；
　ＡＳ９０は、該表層の赤外分光計測における、該基体の周方向の偏光スペクトルにおい
て、
　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｓ９０とし、
　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｓ９０としたとき、数式（７）で
示される値である：
　　数式（７）
　　ＡＳ９０＝（Ａｂｓ６４０ｓ９０／Ａｂｓ９９３ｓ９０）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、
　エンドレスベルト形状の基材、および、該基材の外表面上の表層を有するエンドレスベ
ルト形状の電子写真用部材であって、
　該表層は、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合体の
電離性放射線架橋物を含み、
　　該表層の２００℃におけるユニバーサル硬度ＨＵが１８Ｎ／ｍｍ2≦ＨＵ≦４０Ｎ／
ｍｍ2であり、かつ、
　　該樹脂層中の、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重
合体の、該基材の周方向に直交する方向の配向度をＲｉとし、
　　該表層中の、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合
体の電離性放射線架橋物の、該基材の周方向に直交する方向の配向度をＲｆとしたとき、
ＲｉおよびＲｆが、下記数式（１）で示される関係を満たすことを特徴とする電子写真用
部材が提供される：
　　数式（１）
　　　Ｒｉ×０．８≦Ｒｆ≦Ｒｉ
　［上記数式（１）中、
　　Ｒｉは、数式（２）で示され：
　　数式（２）
　　　Ｒｉ＝ＡＲ０／ＡＲ９０
　数式（２）中、
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　ＡＲ０は、該樹脂層の赤外分光計測における、該基体の周方向に直交する方向の偏光ス
ペクトルにおいて、
　　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｒ０とし、
　　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｒ０としたとき、
数式（３）で示され：
　　数式（３）
　　　ＡＲ０＝（Ａｂｓ６４０ｒ０／Ａｂｓ９９３ｒ０）；
　　ＡＲ９０は、該樹脂層の赤外分光計測における、該基体の周方向の偏光スペクトルに
おいて、
　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｒ９０とし、
　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｒ９０としたとき、数式（４）で
示され：
　　数式（４）
　　　ＡＲ９０＝（Ａｂｓ６４０ｒ９０／Ａｂｓ９９３ｒ９０）、
　Ｒｆは、数式（５）で示され：
　　数式（５）
　　　Ｒｆ＝ＡＳ０／ＡＳ９０
　　数式（５）中、
　　ＡＳ０は、該表層の赤外分光計測における、該基体の周方向に直交する方向の偏光ス
ペクトルにおいて、
　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｓ０とし、
　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｓ０としたとき、数式（６）で示
され：
　　数式（６）
　　　ＡＳ０＝（Ａｂｓ６４０ｓ０／Ａｂｓ９９３ｓ０）；
　ＡＳ９０は、該表層の赤外分光計測における、該基体の周方向の偏光スペクトルにおい
て、
　６４０ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ６４０ｓ９０とし、
　９９３ｃｍ－１における吸収ピークを、Ａｂｓ９９３ｓ９０としたとき、数式（７）で
示される値である：
　　数式（７）
　　ＡＳ９０＝（Ａｂｓ６４０ｓ９０／Ａｂｓ９９３ｓ９０）。
　本発明の他の態様によれば、
　加圧部材と、
　該加圧部材に対向配置されている、トナー像の加熱定着用の定着部材と、を具備する定
着装置であって、
　該定着部材が、上記の電子写真用部材である、定着装置が提供される。
　上記電子写真用部材を、トナー像の加熱定着用の定着部材として具備する定着装置が提
供される。
　本発明の他の態様によれば、上記の定着装置を有する画像形成装置が提供される。
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